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体に侵襲等が加わりアルブミン産生が down-regulate される際アルブミン産生量の減少は mRNA レベルに比例して
変化しており，そのレベルは転写レベルで調節されていることがわかってきた。アルブミン遺伝子の転写制御には複









7 週齢雄性ドンリュウラット (n= 15) を 3 群に分け標準ラット食自由摂食群(コントロール群)，持続的中心経静
脈栄養群(持続群)，間歌的中心経静脈栄養群(間歓群)とした。経静脈栄養はネンブタール麻砕下にカテーテルを右
頚静脈より挿入し，標準中心静脈栄養メニュー (250 Kcal/Kg/ day , 1.78 g/Kg/ day) を投与した。持続群には標準メ
ニューを24時間持続的に投与した。間歓群は同メニューを 1 日当たりの投与量が持続群と同じになるよう倍の速度で
ラットの摂食ノTターンに合わせて，午後 8 時から午前 8 時までの12時間で投与した。 7 日間これを維持した後，日内リ
ズムを持つ DBP 発現が最高となる午後10時に犠死せしめ肝および血清を採取した。血中アルブミン値は BCG 法に
て，アルブ介ミン，核内因子である C/EBPa ， β ， DBPmRNA レベルをノーザンプロット法にて測定した。さらに DBP
蛋白レベルをウエスタンプロット法にて， D部位結合総蛋白量をゲルシフトアッセイ法にて測定した。血中アルプミ
ン値はコントロール群の44 ::t 3 g/L に対し持続が31 ::t2 g/L，間駄が33 ::t 3 g/L と両群ともコントロール群より減少し
両群聞に差はみられなかった。しかしアルブミン， DBPmRNA レベルは持続群ではコントロール群をl. 0 とすると，
それぞれ問歓群はo. 76:t0.13 , l. 07 士 0.17持続群は0.62 士 o. 07 , o. 6 :t0 . 07 と間歌群の方は持続群に比して多く発現し
ておりコントロール群からの変化は少なかった。 C/EBPβ(負の調節因子)は間歌群(l. 19 ::t 0.31) より持続群(l. 81 ::t
















の変化は転写機構におけるアルブミンのプロモーターの D 領域に結合する核内蛋白 DBP， C/EBPa ， β の変化，とく
に日内リズムを持つ DBP の mRNA レベル，蛋白レベルと相関することを示した。この知見は臨床においても持続投
与よりも日内リズムを考慮した間歌投与の方がアルブミン合成においては有利である可能性を示すもので，学位に値
するものと考える。
